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に立った議員活動を続けてきました。
野村羊子は無所属・市民派として2007年に市議会議員に初当選し、もうすぐ12年となります。

元相談員、そして三鷹の街で子どもと女性のための本屋の店主として個人や弱い立場に寄り添ってきました。

子育て支援や介護をめぐる問題をはじめ、様々な悩みが飛び込んできます。

自らも市民の一人として市民一人一人の声をきいて共に考え、市政に働きかけてきました。 

西児童館のリニューアルプランが、設計段階で大幅に変えられていた問題に気づいたのは野村羊子だけでした。

野村羊子 が三鷹市議会には必要です。

野村羊子プロフィール
1957年生まれ。北海道札幌市で育つ。
明治学院大学卒業後、福祉施設に７年間勤務し、自閉症児とともに暮らす。
1988年：絵本と木のおもちゃの店「プーの森」を吉祥寺に開店。
1993年：三鷹市下連雀に移転し、以降25年三鷹に暮らす。
2007年：三鷹市議会議員となり、現在３期目。

〒181-0013　東京都三鷹市下連雀３-30-12-104
　[TEL/FAX]　0422-72-2425
　[E-mail]　issyonokai@nomura-yoko.net
　[URL]　http://www.nomura-yoko.net
　郵便振替口座　00160-2-335606
　加入者名「野村羊子といっしょにつくる三鷹の会」

によりそい発言してきた

市民の視点
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知らぬ間に市の大事な事が決まっていて驚いた事はありませんか？ 三鷹市では市民に十分な説明がなく、多額の予算

や借金が“ハコモノ”に使われているのが現状です。野村羊子は市政の決定プロセスに対し問題提起を続けてきました。 

250億円かけて造った元気創造プラザ（防災公園）に続き、200億円かける市役所の建て替えが計画されています。 

基本方針は職員と選ばれた専門家だけで方向性を決め、市民は傍聴もできず、議事録さえもありません。

もっと市民の意見やニーズを反映する対話型にしていかなくてはいけません。
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ことはよい、悪いことは悪いと公平な立場で判断する
市民感覚で物事を見る

どんぐり山は廃止すべきではない。
これからの超高齢化社会に向けて公的福祉施設は必要です。

だから、無所属・市民派の野村羊子が必要！

●現在は市長応援会派（与党）が多数のため市の提案が通りやすい
●もっと議論をして多様な市民の声を反映した議会に

●市の職員がどのように伝えているのか
　（情報開示、決定プロセス）

●市民の人たちの反応は？
　（声をひろう、フィードバックをみる）

説明会など

●共に活動
市民活動
フィールド

●視察、研修、研究会で新しい視点や提案を三鷹市に持ち帰る
●市外のネットワークづくり、協力体制
●情報収集

市外
フィールド

議員 27人中　市長応援会派議員 18人　その他議員 9人

市長と議会はそれぞれ市民から選出される対等な2つの機関

子育て
フィールド

●例えば：児童館リニューアル、
　　　　　夏休みの居場所、待機児童

●例えば：どんぐり山、ショートステイ

介護
フィールド

●例えば：小学校に通う子どものサポート、
　　　　　差別解消法（一般質問）

障がい者
フィールド

主役は市民！

の

の

赤字が出る

市内に新たな特養が2つできる

市民が必要な福祉は市が負担して運営すべき。予算配分の問題で理由にならない。
その上、赤字に含まれている大規模修繕はほぼ終わり、経費は減少する。

民間の新設特養は個室ユニット型で利用料金が倍以上。低所得者は入所できない。緊急保
護などの公的責任を担う施設がなくなる。

市内ではデイサービスは足りて
いるので新たなものは設置しない

デイサービスを変わるのはそう簡単ではない。利用している高齢者とその家族が環境の変化
に対する精神的、物理的な負担を負わなくてはいけない

施設の老朽化

野村の意見（市民・利用者目線）市政の言い分（運営目線）

粘

り強く問題提起をし続ける

身近に感じる議員、野村羊子のうごきMAP身近に感じる議員、野村羊子のうごきMAP

市政（二元代表制） 

行政（市長・市の職員）議会（条例・予算の決定機関）

特別養護老人ホーム（以下、特養）どんぐり山の廃止条例が可決され、議論となっています。
市の主張に比べ、市民目線だとこのように問題が見えてきます。

市民目線・例えば… まだまにあう！どんぐり山を存続させよう！

建物は築22年で老朽化とはいえない。まだ使える施設なのに閉鎖後の利用方法は未定。

フ
ィー

ルドで聞いている市民の声を反映させる

視察・研修
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